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千葉科学大学看護学部 

開設 10 周年記念行事 
令和 6年 3 月 9 日土曜日 
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記念式典・講演開催の経緯 

記念式典・講演については、 10 周年記念行事

責任者安藤智子学部長を中心に検討が進められま

した。開催内容・場所について幾度も検討を重ね

た結果、式典および講演の日程は、令和 6 年 3 月

9 日 (土) 、場所は看護学部棟 6201 講義室と決

定されました。 1 人でも多くの同窓生・在校生

の参加が可能となるよう、案内葉書等にて周知し

ました。その結果、来場者 49 名、計 105 名の

中、開催する運びとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

記念式典の開会 

来賓者として、一般財団法人銚子市医療公社 

銚子市立病院 柴田浩子様、医療法人社団善仁会 

小山記念病院 岩間由起子様、医療法人積仁会 

島田総合病院 加藤早苗様、国保匝瑳市民病院  

渡邉恵様、国保多古中央病院 野平宏子様、社会

福祉法人恩賜財団済生会 神栖済生会病院 大塚

宏子様、社会福祉法人東風会 特別養護老人ホー

ム東風荘 勝浦千夏様、地方独立行政法人 香取

おみがわ医療センター 篠塚信子様、地方独立行

政法人さんむ医療センター 井上純子様、銚子市

教育委員会 石川善昭様、銚子市消防本部 土屋

心一様、銚子信用金庫 高根智様、特定非営利活

動法人 ナルク銚子 小澤利政様を迎え、式典が

開会されました。まず、千葉科学大学学長の挨

拶、続いて、看護学部長の挨拶があり、日頃ご支

援ご協力を受けている来賓者の皆様に、感謝状を

贈呈しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

看護学部開設10周年記念式典フライヤー 
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千葉科学大学学長あいさつ 

学長 東 祥三 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉科学大学看護学部 10 周年を迎えるにあた

り、一言ご挨拶をさせていただきます。 

まず初めに、千葉科学大学看護学部は、2024

年 4 月に創設 10 周年を迎えます。これもひとえ

に、本日、来賓として、参列してくださっており

ます、行政、医療機関、経済団体を始めとする関

係諸団体、そして、地域の皆様方からの筆舌に尽

くしがたいご支援と深いご理解・ご協力の賜物で

あると、深甚なる感謝を申し上げます。 

さて、看護学部創設から 10 年の歳月がたち、

この間、412 名の看護学部の卒業生が巣立ちまし

た。本学で、看護師、保健師、養護教諭の資格を

取得して、巣立った卒業生たちは、病院、救急医

療センター、市役所、高等学校などでそれぞれの

夢をかなえて活躍していると聞いております。 

本学の看護学部においては、看護師として、最

低限必要な知識と技術を身に着けてもらうだけで

なく、それを普通の日常の慣れ親しんだ職場環境

だけでなく、流動的な緊急事態下でも、応用、適

用することを想定して、災害看護学、国際看護

学、リスクマネージメント論、感染看護学といっ

た科目も履修することが可能です。これは、看護

の立場から、安全・安心な健康生活を追求する危

機管理の素養を培うことを目指しています。 

危機管理の素養を培う上での重要な要素の中に

は、感受性を豊かにすること、そして、コミュニ

ケーション力が入ります。例えば看護学が対象と

する「健康」と「生活上に関わるケアニーズ」に

応えるためには、まず対象者の立場、状況を尊重

し、治療が計画的に遂行されるようにできる限り

万全の体制が整備されることが必要になる。次

に、対象者が複数の場合、治療の中身が同じであ

っても、対処の仕方は、対象者ごとに違う。理論

や知識は、対象者が抱えている病気を治療する方

法は、提示することができるが、その病気を患っ

ている人との接触の仕方は、教えてくれません。 

そこで、発揮される能力が看護師さんの持つ感受

性とコミュニケーション能力だと思います。患者

さんの病気に対する想いは、一人一人異なるはず

です。看護師さんの発する言葉、態度、動作が、

患者さんに微妙な影響を与えることは、間違いな

いと思います。 

本日、基調講演をしてくださる蝦名玲子博士か

ら、この感受性を鍛え、コミュニケーション能力

を研ぎ澄ますヒントを得られればと思っておりま

す。 

最後に、千葉科学大学看護学部への一方ならぬ

ご支援とご協力をいただいている皆様へ、改めて

御礼申し上げるとともに、今後は、さらなる飛

躍・発展を誓い、銚子市を中心とする地域医療に

欠かすことのできない看護学部と言われ続けるよ

う、教職員一同、一層の努力をいたす所存です。

今後とも何卒ご指導、ご鞭撻を賜りますようお願

い申し上げます。 
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看護学部長あいさつ 

学部長 安藤 智子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春は名のみの 3 月の良き日、看護学部開設 10

周年記念行事を開催することができました。 

この記念行事は、お世話になっている関係者の

皆様に感謝申し上げるとともに、これまでの歩み

を振りかえり、これから自分たちが目指す道を考

える機会にしたいと企画しました。 

10 周年記念誌の作成には多くの方にご協力い

ただきありがとうございました。実習施設代表者

様からの祝辞、卒業生の寄稿、現職教員による教

育・研究活動の報告や資料など 10 年間の歴史を

まとめることができました。 

記念式典は 3 部構成とし、基調講演ではグロー

バルヘルスコミュニケーションズ代表の蝦名先生

をお招きしました。基調講演の講師を決めると

き、真っ先に蝦名先生の名前が浮かびました。そ

の理由は、昨年発刊されたリスクコミュニケーシ

ョンの著書を読んだことです。私が担当している

保健指導技術演習の授業では、先生のヘルスコミ

ュニケーションの DVD を使っているため、お名

前は以前から知っていました。新型コロナ感染症

によるパンデミックや地震、台風、洪水などの自

然災害が頻発する左今、危機管理の素養を身につ

けた看護職を養成する本学にぴったりの方だと思

いました。本日は講演のほかに先生の著書も販売

されていますので、さらにいろいろなことが学べ

るのではないかとワクワクしています。蝦名先

生、本日はよろしくお願いします。 

さて、実習施設代表者の皆様、お忙しい中、記

念式典にご臨席いただきまことにありがとうござ

います。4 年間の看護学教育の約 3 分の 1 を占め

る看護学実習は、実践の科学である看護学にとっ

て大変重要な学びの場です。本学では近隣の病

院、施設、保健センター、学校など約 80 もの実

習施設や団体で実習させていただいています。実

習施設のご協力があってこそ、本学の看護学教育

が成り立っていると痛感しています。本来であれ

ば、それぞれの実習施設に出向いて感謝を申し上

げるところですが、記念式典で感謝の意をお伝え

する無礼をお許しください。今後も在校生、卒業

生ともどもよろしくお願いします。 

本日、ご出席いただいた元教員の先生方、遠い

ところをありがとうございました。 

10 年前の 4 月、教員 11 名で 1 期生 97 名を迎

えました。本日ご出席いただいた先生におかれま

しては、初代学部長の池邉先生とともに、看護学

部の教育・運営の基礎をつくってくださったこ

と、千葉科学大学を離れたあとも、いろいろな面

からサポートをしていただいており、本当に感謝

しています。外から見た千葉科学大学の課題につ

いて、忌憚のないご意見をいただければ幸いで

す。 

卒業生の皆さん。皆さんの元気なお顔を拝見

し、大変うれしく思っています。皆さんが職場で

頑張っていること、困っていることを在校生との

交流会でぜひお話しください。皆さんの話は、在

校生にとって、自分の将来像を具体的にイメージ

できる機会でもあり、学生時代の過ごし方を考え

る機会になると思います。交流会では座るグルー

プを指定しましたが、交流会のあとはどうぞ自由

に同期生との時間をお過ごしください。学部では
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今後も、様々な行事で卒業生に声をかけさせてい

ただく予定ですので、こうした機会を利用して仲

間との絆を深める同窓会を盛りあげていただきた

いと思います。 

在校生の皆さん、春休み中の予定をやりくりし

て記念式典に出席してくれてありがとう。ボラン

ティア募集の呼びかけに手を挙げてくれた学生も

たくさんいました。とても嬉しかったです。在校

生にとって、10 周年という節目に本学に在籍し

たこと、本日得たものが、これから進む看護職へ

の道しるべになることを願っています。 

本日の記念行事がご出席されたすべての皆さん

にとって有意義な時間になることを祈念して、挨

拶を閉じさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護学科開設 10 周年基調講演 

生き抜く力を高める 

      コミュニケーション 

講師 蝦名 玲子 先生 

 

 

 

 

 

 

蝦名先生による開設 10 周年基調講演は、記念

式典に引き続き行われました。 

 

1. 蝦名先生の経歴 

蝦名先生は米国ミシガン州立大学卒業後、ミシ

ガン州立大学大学院にてコミュニケーション学の

修士号を取得しました。そののち、東京大学大学

院医学系研究科にて保健学の博士号を取得し、複

数の医学系研究所で勤務後、2002 年に、株式会

社グローバルヘルスコミュニケーションズを設立

しました。ヘルス／リスクコミュニケーション学

や健康社会学の社会実装に向けた、教育、研究、

アドバイスを提供する社会企業です。設立後 22

年以上にわたり専門家として、官公庁、健康保険

組合、医療機関、企業、国際機関等に研修やコン

サルティング事業を提供しています。一方、健康

https://ghc.themedia.jp/
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リスクコミュニケーション学者／健康社会学者と

しても活躍しています。これまで、東京大学や順

天堂大学等で研究や教鞭をとってきました。

Covid-19 パンデミック下では、我が国のリスク

コミュニケーションを改善するため、行政や医療

の最前線で活躍する感染管理者に向けた教育活動

に尽力してきました。その活動が認められ、2023

年度より、京都大学大学院医学研究科において科

目「公衆衛生の緊急事態におけるリスクコミュニ

ケーション」が新設され、先生が教鞭をとってい

ます。 

著書も多数あり、書籍のほか、『看護学雑

誌』、『訪問看護と介護』、『保健師ジャーナ

ル』といった私たち看護職もよく手に取る雑誌に

も多く寄稿しています。その他メディアでは、国

内外の新聞、テレビ、アメーバブログなどでも発

信し、その記事内容は大変親しみやすく、オンラ

イン (Zoom) で直接、個人や組織からの相談を

うけつける「Dr. エビーナ相談室」も、不定期で

開催しています。 

「ヘルス、リスクコミュニケーション」、「生

き抜く力」「COS：首尾一貫感覚」といった、一

見、難しそうな先生の専門分野を、コロナ、災

害、戦争、変わりゆく時代の中で生きていく私た

ちが時に出会う困難をいかに乗り越えていけばよ

いのか、といった視点でわかりやすく寄り添った

発信をしています。 
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プレゼンテーション 

「看護学部 10 年間のエピソード」 

交流会 

講演終了後、「看護学部 10 年間のエピソード」

をスライドショーで映写しながら上杉准教授がプ

レゼンテーションし、これまでのあゆみを皆で振

り返りました。 

その後、交流会が行われ、卒業生 23 名を含む

76 名が参加しました。実習先など銚子市周辺の

地域病院・施設に就職した卒業生が学生時代の思

い出や就職してからのエピソード等をスピーチし

たり、卒業生と在学生で飲食しながら語り合った

りしました。在学生にとってはこれからの学生生

活や就職に向けて有意義な時間となり、また、同

窓生や看護学科にゆかりの懐かしい方々との再会

の場となり、沢山の笑顔がみられました。最後

に、参加者全員で集合写真を撮影しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祝10周年と書かれた 

特製クッキーを食べながら 

話がはずみました 
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